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12
月
２
日
に
現
行
の
健
康
保
険
証
を
廃
止
し
、
資
格
確
認
書
を

交
付
す
る
た
め
の
予
算
が
約
６
２
３
万
円
あ
が
っ
て
い
ま
す
。
10

月
に
従
来
の
健
康
保
険
証
を
送
付
し
た
後
か
ら
新
規
で
国
保
に
加

入
し
た
り
他
市
か
ら
転
入
し
て
き
た
方
た
ち
へ
の
対
応
で
す
。

　

き
よ
た
議
員
は
「
国
が
決
め
た
こ
と
な
の
で
国
が
負
担
す
る
べ

き
」
と
訴
え
、
現
行
の
保
険
証
と
資
格
確
認
書
の
違
い
に
つ
い
て

質
問
し
ま
し
た
。

　

市
は
「
資
格
確
認
書
は
病
院
の
窓
口
で
見
せ
る
の
で
、
現
行
の

保
険
証
と
変
わ
ら
な
い
」
と
こ
た
え
ま
し
た
。

　

き
よ
た
議
員
は
「
電
子
機
器
の
利
用
が
苦
手
、
暗
証
番
号
を
覚

え
ら
れ
な
い
な
ど
利
用
で
き
な
い
、
使
い
に
く
い
人
も
い
ま
す
。

任
意
と
言
い
な
が
ら
、
健
康
保
険
証
廃
止
で
マ
イ
ナ
保
険
証
の
利

用
を
強
制
す
る
の
は
問
題
、
今

後
の
保
険
証
が
ど
う
変
わ
る
の

か
、
資
格
確
認
書
の
発
行
が
ど

う
な
る
の
か
市
民
に
正
し
く
伝

わ
る
よ
う
、
今
年
の
10
月
の
保

険
証
発
行
時
に
説
明
文
を
付
け

て
、
周
知
を
す
る
よ
う
に
」
と

要
望
し
ま
し
た
。

　

昨
年
度
の
国
保
会
計
は
単
年
度
３
億
６
、
１
０
０
万
円
の
赤
字

で
す
。

　

中
村
議
員
は
「
単
年
度
が
こ
れ
だ
け
赤
字
に
な
っ
た
理
由
は
何

か
、
今
ま
で
の
黒
字
分
で
対
応
で
き
た
が
、
な
け
れ
ば
ど
う
対
応

す
る
の
か
」
と
質
問
し
ま
し
た
。
市
は
「
大
阪
府
か
ら
示
さ
れ
た

事
業
費
納
付
金
に
対
し
、
保
険
料
や
交
付
負
担
に
よ
る
保
険
料
収

納
額
が
不
足
し
た
た
め
」
と
答
え
、「
他
に
財
源
が
な
け
れ
ば
大

阪
府
か
ら
貸
し
付
け
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
」
と
答
え
ま
し
た
。

　

中
村
議
員
は
「
市
の
保
険
料
率
が
下
が
っ
た
わ
け
で
は
な
い
の

に
、
赤
字
に
な
る
と
い
う
こ
と
は
本
来
は
な
い
こ
と
、
大
阪
府
が

納
付
額
を
示
し
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
、
市
町
村
が
１
人
当
た
り
の

保
険
料
を
決
め
る
わ
け
だ
か
ら
赤
字
が
で
る
こ
と
は
想
定
さ
れ
て

い
な
い
。
府
が
示
し
た
納
付
額
は
何
を
も
と
に
決
定
し
て
い
る
の

か
」
と
質
問
。
市
は
「
大
阪
府
が
府
内
全
体
で
被
保
険
者
数
や
保

険
給
付
費
等
を
推
計
し
、
市
町
村
ご
と
の
所
得
水
準
、
被
保
険
者

数
、世
帯
数
等
で
按
分
し
て
決
定
し
て
い
る
」と
答
え
ま
し
た
。「
大

阪
府
が
全
体
の
収
支
を
考
え
て
、
市
町
村
ご
と
に
金
額
を
示
す
の

だ
か
ら
、
市
の
国
保
会
計
が
赤
字
に
な
る
と
い
う
こ
と
は
大
阪
府

に
責
任
が
あ
る
。
な
ぜ
こ
ん
な
こ
と
に
な
っ
た
の
か
、
解
明
す
る

こ
と
な
ど
大
阪
府
に
要
望
し
て
ほ
し
い
」
と
強
く
訴
え
ま
し
た
。

本
会
議
　
　
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

●
中
村
れ
い
子

補
正
予
算

●
き
よ
た
純
子

単
年
度
の
収
支
赤
字
は

　
　
　
　
　
大
阪
府
の
責
任

単
年
度
の
収
支
赤
字
は

　
　
　
　
　
大
阪
府
の
責
任

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と

　
　
　健
康
保
険
証
の
一
体
化

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と

　
　
　健
康
保
険
証
の
一
体
化

９
月
議
会　

２
０
２
３
年
度
決
算

　

一
般
会
計
の
実
質
収
支
は
26
億
５
千
８
百
万
円
と
な
り
、

40
年
連
続
黒
字
決
算
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
一
昨
年
度
の

10
億
３
千
２
百
万
円
の
黒
字
の
２
倍
以
上
で
す
。
市
債（
借
金
）

は
前
年
度
末
よ
り
49
億
４
千
万
円
減
ら
し
３
６
７
億
７
千
５

百
万
円
と
な
り
、
基
金
は
前
年
度
よ
り
26
億
１
千
万
円
増
え
、

４
１
０
億
５
千
８
百
万
円
と
な
り
、
市
債
を
減
ら
し
、
基
金

を
増
や
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
は
最
低
賃
金
の
増
加
や
家
屋
の
新
築
等
が
増
え
、
市
税

収
入
は
前
年
度
よ
り
８
億
２
百
万
円
近
く
増
え
、
５
２
２
億
１

千
２
百
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

高
槻
市
は
物
価
高
騰
へ
の
支
援
と
し
て
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品

券
、
水
道
料
金
基
本
料
金
の
６
か
月
分
無
料
化
、
小
中
学
校
の

給
食
費
を
恒
久
的
に
無
料
に
し
て
き
ま
し
た
。

　

中
村
議
員
は
「
こ
れ
だ
け
の
黒
字
が
あ
っ
た
の
な
ら
、
予
定

し
て
い
る
学
校
の
ト
イ
レ
の
洋
式
化
や
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
設

置
、
さ
ら
に
公
共
施
設
の
ト
イ
レ
の
洋
式
化
な
ど
の
計
画
を
早

め
る
こ
と
は
で
き
た
の
で
は
な
い
か
」
と
指
摘
し
ま
し
た
。
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樫
田
地
方
の
訪
問
介
護
、一
歩
前
進

樫
田
地
方
の
訪
問
介
護
、一
歩
前
進

犯
罪
被
害
者
へ
の
支
援

犯
罪
被
害
者
へ
の
支
援

　

訪
問
介
護
（
ヘ
ル
パ
ー
が
自
宅
に
行
っ
て
家
事
サ
ー
ビ
ス

な
ど
を
す
る
）
の
報
酬
は
利
用
者
の
自
宅
に
い
る
時
間
し
か

出
ま
せ
ん
。
往
復
の
時
間
や
バ
イ
ク
や
車
の
ガ
ソ
リ
ン
代
な

ど
の
報
酬
は
な
く
、
樫
田
地
域
に
行
く
ヘ
ル
パ
ー
事
業
所
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

９
月
議
会
で
、
樫
田
地
域
の
訪
問
介
護
１
回
に
つ
き
１
，

０
０
０
円
の
加
算
が
つ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
11
月
か
ら

実
施
で
す
。
今
ま
で
利
用
で
き
な
か
っ
た
人
が
利
用
で
き
る

よ
う
に
な
る
と
う
れ
し
い
で
す
。

　

犯
罪
被
害
者
等
の
保
護
の
た
め
の
条
例
が
制
定
さ
れ
ま
し

た
。

主
な
支
援
内
容
は
次
の
通
り
で
す
。

（
１
） 

相
談
、
情
報
提
供
等
行
う
窓
口
の
設
置

（
２
） 

見
舞
金
の
支
給

　
　
（
遺
族
見
舞
金
50
万
円
、
重
傷
病
見
舞
金
30
万
円
、

　
　
　
性
犯
罪
被
害
見
舞
金
30
万
円
）

（
３
） 

市
民
及
び
事
業
者
の
理
解
促
進
の
た
め
の
広
報
、

　
　
　

啓
発
等

（
４
） 

民
間
支
援
団
体
等
の
連
携
及
び
理
解

　

８
月
23
日
（
金
）、
高
槻
市
障
害
児
者
団
体
連
絡
協
議
会
の
方

と
日
本
共
産
党
議
員
団
で
約
一
時
間
、
懇
談
を
し
ま
し
た
。

　

精
神
障
害
、
視
覚
障
害
、
知
的
障
害
、
腎
臓
病
を
お
持
ち
の
家

族
や
当
事
者
、
関
係
者
の
み
な
さ
ん
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
障
害
の

た
め
に
起
き
る
困
難
さ
、
そ
れ
を
解
消
す
る
た
め
の
要
望
な
ど
を

共
有
し
ま
し
た
。

　

精
神
障
害
者
の
家
族
の
方
は
、
医
療
費
の
大
変
さ
を
強
く
訴
え

ら
れ
ま
し
た
。
現
在
、
精
神
障
害
者
１
級
保
持
者
は
医
療
費
補
助

が
あ
り
ま
す
が
、
２
級
保
持
者
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
精

神
障
害
者
は
２
級
で
あ
っ
て
も
大
変
な
人
も
い
ま
す
。
２
級
保
持

者
へ
の
医
療
費
補
助
は
議
員
団
と
し
て
議
会
で
も
こ
の
間
訴
え
て

き
ま
し
た
。
引
き
続
き
取
り
組
み
ま
す
。

精
神
障
害
２
級
の
医
療
補
助
を

　

現
在
、
身
体
障
害
児
者
に
は
お
む
つ
の
給
付
が
あ
り
ま
す
が
、

知
的
障
害
児
者
に
は
給
付
は
あ
り
ま
せ
ん
。
家
族
の
方
や
事
業
所

か
ら
も
強
い
要
望
が
出
て
い
ま
す
。
こ
の
問
題
も
議
会
で
取
り
上

げ
て
い
ま
す
。
実
現
で
き
る
よ
う
継
続
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

知
的
障
害
児
者
に
も
お
む
つ
の
給
付
を

　

視
覚
障
害
の
関
係
者
か
ら
は
、
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
に
点
字
の
メ

ニ
ュ
ー
が
な
い
こ
と
や
筆
談
ボ
ー
ド
な
ど
も
用
意
し
て
ほ
し
い
。

車
い
す
の
た
め
美
容
院
を
断
ら
れ
た
な
ど
、
障
害
を
も
っ
て
い
る

が
た
め
、
日
常
の
生
活
の
困
難
さ
を
訴
え
ら
れ
ま
し
た
。
お
店
が

対
応
で
き
る
よ
う
に
、
市
と
し
て
補
助
を
出
す
た
め
「
障
害
者
差

別
解
消
条
例
」を
つ
く
っ
て
ほ
し
い
と
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

ま
ち
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
を

水
道
料
金・基
本
料
金
４
か
月
無
料
に

水
道
料
金・基
本
料
金
４
か
月
無
料
に

　

主
に
家
庭
用
の
水
道
基
本
料
金
の
全
額
を
４
か
月
間

無
料
に
し
ま
す
。

　
　

検
針
が
奇
数
月
の
場
合―

11
月
・
１
月
検
針
分

　
　

検
針
が
偶
数
月
の
場
合―

12
月
・
２
月
検
針
分

地
元
産
米
の
支
援

地
元
産
米
の
支
援

　

16
歳
か
ら
18
歳
ま
で
の
高
校
生
等
に
一
人
に
つ
き
地

元
産
米
10
ｋ
ｇ
を
無
料
で
宅
配
し
ま
す
。委
員
会
で「
こ

れ
か
ら
も
物
価
高
は
続
く
、
高
校
生
だ
け
で
な
く
、
児

童
扶
養
手
当
受
給
者
な
ど
の
ひ
と
り
親
の
低
所
得
世
帯

に
も
拡
げ
る
よ
う
」
要
望
し
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
接
種
に
つ
い
て

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
接
種
に
つ
い
て

（
１
） 

対
象
者　
　

原
則
65
歳
以
上
の
市
民

（
２
） 

接
種
期
間　

２
０
２
４
年
10
月
１
日
〜
12
月
31
日

（
３
） 

接
種
費
用　

自
己
負
担
額
３
，
０
０
０
円
（
生
活

保
護
、
非
課
税
世
帯
は
自
己
負
担
な
し
）

（
４
） 

予
約
は
各
医
療
機
関
に
直
接
し
て
く
だ
さ
い
。

「
高
障
連
」
と
の
懇
談
会

「
高
障
連
」
と
の
懇
談
会

決算特別委員会の日程

１０月１５日（火）
　　１６日（水）
　　１８日（金）
　　２１日（月）の４日間
（22日㈫は予備日）
決算特別委員はきよた純子議員
です。
ぜひ傍聴をお願いします。
＊いずれも午前１０時開会です。

物価高への対応
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